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今年もまた年末がやってきました。日が短くなってめっきり寒くなり、上着が手放せなくなりまし

たが、年末はイベントもたくさんあります。充実した毎日を送りたいですね。 
 

 
 

 ウェスタ川越でのイベントに参加してきました。 
 
ウェスタ川越でおこなわれた、「障害者ワークフェア」と「福祉の市」、２つのイベントに参加
をしてきました。 
 
 障害者ワークフェアへの参加。 
 

このイベントは、１０月３１日におこなわれました。 
この日は目玉商品として、小松菜の販売のほか、じゃがいもの
詰め放題を実施しました。 
じゃがいもの詰め放題には、シオン農園で収穫した男爵とメー
クインを用意して、両方の品種をお好みでひとつに詰めること
ができるようにしました。 
 

男爵は小玉でしたが、メークインは大きなものもあって、大きさに驚くお客さんもいました。 
この詰め放題は好評で、特に親子連れで袋詰めを楽しむ様子が見られました。 
また今回は、農場の木から採れたキウイフルーツも販売しました。サイズはとても小さかった
ので袋に多めに詰めて、お試し価格で販売しました。 
 
 福祉の市への参加。 
 

「福祉の市」は１１月４日におこなわれました。 
この日の目玉商品は小松菜と、シオン農園で収
穫したチンゲン菜で、どちらも完売することが
できました。 
また、この日は焼きいもの販売をしました。 
今回焼いたおいもの品種は「シルクスイート」
でした。 
今回も焼きいもは好評で、焼けるよりも速いペ
ースでお客さんが来たりすることもあって、焼
けるまで待ってもらうこともありました。 

 
今回あたらしい試みとして、苗を販売しました。販売した苗の種類は
「ローズマリー」と「チンゲン菜」、そして「いちご」の３つでした。 
そのなかではローズマリーが好評で、お昼を回ってほどなくで完売し
ました。また、いちごから伸びたランナーを、興味深げに見るお客さん
もいました。 
 
 
 

 事業所の前で、焼きいもの販売を始めます。 
 
毎週水曜日に、シオンの前で焼きいもや有機野菜などの販売を試みることになり
ました。 
１２月は、５日、１２日、２６日に実施する予定です。１９日については、別の
場所で焼きいもをする予定なので、実施の予定はありません。 
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第２３号 

就労継続支援 B 型事業所・ウォームサポートシオン 

利用者数：１４名（男性１２名 女性２名） 

  

賑わうシオンのブース みんなで販売の準備中 

かわいい苗たち。いちごからはランナーが出ています 
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 人参と里芋の収穫が始まっています。 
 
冬人参と里芋の収穫が始まりました。シオンでは人参の選別や袋詰め、里芋の掘出しを主にや
っています。 
 

 シオン農園の野菜たち。 
 

聖護院大根という大根と、春菊が収穫に入りました。春菊は豊作にな
りました。 
白菜は縛るところまで育っています。 
 
 

 

 １０月の皆勤賞。 
 
１０月は、田中さんと長澤さん、２名の利用者さんが皆勤賞を取りました。おふたりはこれで

４ヶ月連続の皆勤賞になりました。 
 

 

 
 

２日 日 販売会：「親子リフレッシュ事業」への参加（焼きいも販売） 

５日 水 販売会：特別養護老人ホームさくら 

６日 木 販売会：川越市総合福祉センター（川越社協） 

７日 金 販売会：大井福祉センター 

８日 土 
販売会：「障害者週間のつどい」への参加 

９日 日 

１９日 水 販売会：特別養護老人ホームさくら（焼きいも販売） 

２０日 木 販売会：川越市総合福祉センター（川越社協） 

２１日 金 販売会：大井福祉センター 

  シオン忘年会 

２４日 月 振替休日（天皇誕生日） 祝日のため休所 

２５日 火 １１月分 工賃支給日 

２８日 金 仕事納め 
 

１２月のシオン事業所前での販売予定日：５日 １２日 ２６日 

 
※ １２月３日（月）から７日（金）の一週間、特別支援学校の実習生を受け入れます。 

※ 今年の年末年始の休所日は１２月２９日から１月３日までです。１月４日から新年スタートになります。 
 
 

――ニュース―― 
 

前号で触れました、「全国農福連携推進協議会」が法人化されました。 
法人化にあたって、名称が「一般社団法人 全国農福連携協会」に変更
になりました。 


